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ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
と

は
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
し

た
い
人
が
自
主
的
に
集
ま

る
、
町
を
単
位
と
す
る
会
員

制
の
組
織
で
す
。
町
民
で
あ

れ
ば
誰
で
も
会
員
に
な
る
こ

と
が
で
き
、
市
か
ら
交
付
金

を
受
け
て
、
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
　

山
辺
古
墳

　
「
山
辺
古
墳
」
は
、
山
本

町
辻
の
菅
生
神
社
境
内
に
石

室
が
復
元
展
示
さ
れ
て
い
る

市
指
定
史
跡
で
す
。

　

古
墳
時
代
後
期
に
な
る
と
、

本
市
で
は
多
く
の
古
墳
が
造

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
の
多
く
が
、
横
か
ら
進
入

で
き
る
出
入
り
口
を
設
け
た

「
横
穴
式
石
室
」
に
遺
体
を

安
置
す
る
形
式
の
も
の
で
す
。

今
回
紹
介
す
る
山
辺
古
墳
の
石
室

も
同
じ
形
式
で
す
。

　

遺
体
を
安
置
し
て
い
た
「
玄
室

部
」
へ
続
く
「
羨
道
」
は
残
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
玄
室
部
の
基
底
部

の
み
残
っ
て
い
ま
し
た
。
玄
室
部

の
大
き
さ
は
長
さ
2
m
60
㎝
、
幅

1
m
75
㎝
で
、
入
り
口
は
北
側
を

向
い
て
い
ま
す
。
床
面
は
二
面
構

造
で
、
上
面
に
は
拳
大
の
礫
が
敷

か
れ
、
下
面
に
は
長
さ
20
〜
30
㎝
、

厚
さ
お
よ
そ
8
㎝
の
平
ら
な
石
が

敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
奥

側
の
壁
に
は
1
m
ほ
ど
あ
る
大
き

な
石
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
近
接

す
る
「
宗
運
寺
古
墳
」
と
共
通
す

る
構
造
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
古

墳
か
ら
は
、「
須
恵
器
」が
7
点
、「
銀

環
」（
銀
メ
ッ
キ
の
耳
飾
り
）
が
2

点
ほ
ど
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
遺
物
か
ら
、
古
墳
の
年
代
は

古
墳
時
代
後
期
末
（
７
世
紀
前
半
）

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
の
墳
丘
に
二
つ
の
石
室
を

も
つ
「
山
王
山
古
墳
」（
山
本
町
財

田
西
）
を
は
じ
め
、
山
辺
古
墳
と

の
関
連
性
が
考
え
ら
れ
る
宗
運
寺

古
墳
（
山
本
町
財
田
西
）
な
ど
、

山
辺
古
墳
の
周
囲
に
は
多
く
の
古

墳
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
山
辺
古
墳
は
出
土
し
た
遺
物
か

ら
最
も
新
し
い
古
墳
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
は
、

市
内
で
も
特
に
後
期
古
墳
が
集
中

し
て
造
ら
れ
た
地
域
の
一
つ
で
す
。

そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
古
墳
の
調

査
結
果
は
、こ
の
地
域
だ
け
で
な
く
、

市
全
体
の
古
墳
時
代
の
動
向
を
知

る
手
が
か
り
に
な
る
で
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　
☎
62
･
1
1
1
3

す
が　
お

よ
こ
あ
な
し
き
せ
き
し
つ

げ
ん
し
つ

ぶ

せ
ん
ど
う

そ
う
う
ん　
じ

こ
ぶ
し
だ
い　
　

れ
き

す　

え　

き

ぎ
ん

か
ん

さ
ん
の
う
さ
ん

▲移築された山辺古墳

　

交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を

　

守
る
こ
と
を
心
が
け
て

　　

一
学
期
の
ま
と
め
の
時
期
と
な
り
、
育
成

セ
ン
タ
ー
で
も
、
今
学
期
の
補
導
状
況
を
振

り
返
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
自
転
車
の
二
人

乗
り
、二
列
並
進
、携
帯
電
話
の
使
用
等
の「
道

路
交
通
法
違
反
」
が
昨
年
と
同
様
に
多
く
、

補
導
件
数
の
中
で
約
半
数
も
占
め
て
い
る
問

題
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
パ
ト
ロ
ー
ル
中

に
出
会
っ
た
場
合
は
声
を
か
け
た
り
、
注
意

を
促
し
た
り
す
る
と
、
す
ぐ
直
し
て
く
れ
ま

す
が
、
一
向
に
改
善
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

学
校
で
の
一
日
が
終
わ
り
、
ほ
っ
と
し
て
、

友
だ
ち
と
の
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
の
帰
宅

で
、
心
情
は
分
か
り
ま
す
が
、
非
常
に
危
険

で
す
。

　

ま
た
こ
の
こ
と
は
自
転
車
に
限
ら
ず
、
歩

行
者
の
場
合
も
同
じ
こ
と
で
す
。「
人
は
右
、

車
は
左
」
と
以
前
か
ら
い
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
を

心
が
け
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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籍
市
民
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▼
問
い
合
わ
せ

　

人
権
課　

☎
73
・
3
0
0
8

▼
問
い
合
わ
せ

　

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー　
☎
62
・
1
1
1
5

や
ま
べ

　

言
葉
に
困
る
―
8
割

　

県
内
在
住
の
外
国
人（
8
，3
1
5

人
・
法
務
省
2
0
1
1
年
）
は
、

「
香
川
は
自
然
環
境
が
よ
く
安
全

で
県
民
が
親
切
」
と
感
じ
て
い
ま

す
。
一
方
、
約
80
％
の
人
が
災
害

等
緊
急
時
や
病
院
な
ど
で
言
葉
に

困
る
、
23
％
の
人
が
飲
食
店
や
タ

ク
シ
ー
で
差
別
を
経
験
し
た
、
と

言
い
ま
す
（
香
川
県
「
か

が
わ
多
文
化
共
生
推
進
プ

ラ
ン
」）。

　

国
民
年
金
も
加
入

　

で
き
る

　

市
内
在
住
の
外
国
人
は

5
0
6
人
（
そ
の
う
ち

2
8
7
人
が
中
国
人
）
で

滞
在
理
由
の
多
く
は
技
能

実
習
生
で
す
。
外
国
人
も

さ
ま
ざ
ま
な
権
利
が
保
障

さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
か

ら
は
外
国
人
登
録
制
度
が

廃
止
さ
れ
、
正
規
滞
在
の

ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
外
国
人
と
市
民

の
交
流
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
参
加
し
て
相
互
理
解
を

深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

メ
モ　

　

相
談
な
ど
は
三
豊
市
国
際
交
流

協
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
56
・
5
1
2
1
（
※
火
曜
日
と

祝
日
は
休
み
）

　

県
内
の
外
国
人
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

人
は
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
住
民
票
が
発
行
さ
れ
ま
す
。
国

民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
は
一
定

の
要
件
を
満
た
せ
ば
加
入
で
き
、

公
営
住
宅
の
入
居
基
準
も
日
本
人

と
同
様
で
す
。
市
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
、
商
工
会
議
所
な
ど
は
相
談
や

啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
外

国
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
用
意
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
「
世
界
の
料
理
教
室
」、「
外
国

語
講
座
」、「
外
国
人
と
行
く
粟
島

探
検
ツ
ア
ー
」、
そ
の
他
海
外
ホ

中　　国

フィリピン

韓国・朝鮮

ペルー

ブラジル

そ の 他

3,935人 (47.3％)

1,241人 (14.9％)

1,016人 (12.2％)

437人 ( 5.3％)

252人 ( 3.0％)

1,434人 (17.3％)

　

7
つ
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
が
、

そ
れ
ぞ
れ
独
自
事
業
を
は
じ
め
ま

し
た
。
特
徴
的
な
活
動
を
紹
介
し

ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
座
談
会
を
計
画

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
高
瀬
）

　　

ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
高
瀬
の
会

員
だ
け
で
は
な
く
、
高
瀬
町
内
の

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の
代
表
者
が
集

ま
り
、
相
互
に
課
題
や
解
決
策
を

提
案
す
る
座
談
会
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
年
に
数
回
、
開
催
予
定
で
、

4
月
に
引
き
続
き
7
月
6
日

（
土
）
午
後
7
時
か
ら
高
瀬
町
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
高
瀬

　

☎
73
・
3
4
1
0

高
齢
者
世
帯　

住
宅
火
災
警
報
器
の
設
置
を
支
援

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
詫
間
）

　

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成

23
年
6
月
ま
で
に
全
て
の
住
宅
に

火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
未
設
置

の
住
宅
も
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
一
定
要
件
を
満
た
し
た
高
齢

者
世
帯
を
対
象
に
、
民
生
委
員
と

協
力
し
て
住
宅
火
災
警
報
器
の
設

置
を
支
援
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
詫
間

　

☎
83
・
3
6
3
9

販売業者民生委員

高齢者世帯

③申し込み

⑤火災警報器
　の売買

②訪問時に
　ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ配布

①訪問時に
　配布を依頼

⑥ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱで
　取り付け

④火災警報器を
　代理発注

まちづくり推進隊詫間（法務省2011年）


